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　当社グループは、平成28年度から平成30年度までを計画期間とする「YMFG中期経営計画2016」において、目指すべき姿に「地域を育み、
ともに成長する金融グループ」を掲げ、行動指針「コンサルティング・ファースト」の下、金融仲介機能の質の向上と地方創生への更なる貢献
に取り組んでいます。
　平成28年9月に金融庁より公表された「金融仲介機能のベンチマーク」を当社グループの金融仲介の取組みの自己点検・自己評価のツールと
して活用いたしますとともに、お客様に対して金融仲介機能の発揮に向けた取組みの状況を定期的に公表してまいります。
　平成29年3月期の実績については以下のとおりです。
　
1. 事業性評価への取組み
　

事業性評価の結果やローカルベンチマークを提示して対話を行っている取引先数、及び、左記のうち、労働生産性向上のための対話を行ってい
る取引先数［選択5］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

事業性評価の結果やローカルベンチマークを提示して対話を行っ
ている取引先数 1,449社 1,215社 272社

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
事業性評価の結果やローカルベンチマークを提示して対話を行っ
ている取引先数 1,401社 856社 150社

　

※上記の取引先のうち、労働生産性向上のための対話を行っている取引先数を把握できておりません。
※対話を行っている先の判定は独自の基準で行っています。
　
事業性評価に基づく融資先数及び融資残高、及び全先に対する割合［共通5］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

先数 融資残高 先数 融資残高 先数 融資残高
事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高 2,311社 5,499億円 1,474社 2,205億円 717社 1,889億円
上記計数の全与信先数及び融資残高に占める割合 11.1％ 22.2％ 5.8％ 16.8％ 10.3％ 23.1％

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
先数 融資残高 先数 融資残高 先数 融資残高

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高 1,440社 4,499億円 1,109社 2,134億円 578社 1,185億円
上記計数の全与信先数及び融資残高に占める割合 6.9％ 18.7％ 4.5％ 17.0％ 8.6％ 15.4％

　
経営者保証に関するガイドラインの活用件数、及び、全与信先数に占める割合［選択11］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

全与信先数① 20,868社 25,214社 6,993社
ガイドライン活用先数② 2,535社 5,665社 913社
②÷① 12.1％ 22.5％ 13.1％

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
全与信先数① 20,989社 24,718社 6,728社
ガイドライン活用先数② 2,536社 5,732社 850社
②÷① 12.1％ 23.2％ 12.6％

　
2. メインバンクとしての取組み
　

メイン取引先数の推移、及び、全取引先数に占める割合［選択2］
　

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

メイン取引先数 全取引先数に
占める割合 メイン取引先数 全取引先数に

占める割合 メイン取引先数 全取引先数に
占める割合

平成29年3月期 6,140社 26.1％ 4,403社 16.1％ 2,698社 33.2％
平成28年3月期 6,184社 29.5％ 4,300社 17.4％ 2,615社 38.9％
平成27年3月期 6,175社 29.5％ 4,284社 18.1％ 2,496社 39.7％

　

※メイン取引先とは、グループ各行の融資残高の順位が1位となっている取引先を指します。
※平成29年3月期より割合の算出基準を一部変更しております。同一の基準で算出した場合、平成28年3月期、山口銀行26.4％、もみじ銀行16.2％、北九州銀行33.3％、平成27

年3月期、山口銀行26.6％、もみじ銀行17.0％、北九州銀行35.3％となります。
　
メイン取引先のうち、経営改善提案を行っている先の割合［選択15］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

メイン先数① 5,506社 4,001社 2,417社
経営改善提案先数② 419社 215社 196社
②÷① 7.6％ 5.4％ 8.1％

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
メイン先数① 5,562社 3,911社 2,361社
経営改善提案先数② 299社 168社 174社
②÷① 5.4％ 4.3％ 7.4％

　

※メイン先とは、グループ各行の融資残高の順位が1位となっている取引先グループを指します。
※メイン先数には、貸付条件の変更を行っている先を含めておりません。
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金融機関がメインバンクとして取引を行っている企業のうち、経営指標の改善や就業者数の増加が見られた先数、及び、同先に対する融資額
［共通1］

　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

メイン先数 5,506社 4,001社 2,417社
メイン先の融資残高 11,523億円 5,576億円 4,762億円
経営指標等が改善した先数 4,503社 3,299社 2,014社
改善先のメイン先に占める割合 81.8％ 82.5％ 83.3％

　

【経営指標等が改善した先に係る3年間の事業年度末の融資残高の推移】
　

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
平成29年3月期 10,545億円 5,102億円 4,281億円
平成28年3月期 10,477億円 4,938億円 4,097億円
平成27年3月期 10,929億円 4,904億円 3,769億円

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
メイン先数 5,562社 3,911社 2,361社
メイン先の融資残高 11,714億円 5,515億円 4,525億円
経営指標等が改善した先数 4,583社 3,233社 1,959社
改善先のメイン先に占める割合 82.4％ 82.7％ 83.0％

　

【経営指標等が改善した先に係る3年間の事業年度末の融資残高の推移】
　

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
平成28年3月期 10,665億円 5,059億円 4,087億円
平成27年3月期 11,364億円 5,151億円 3,896億円
平成26年3月期 10,797億円 4,883億円 3,669億円

　

※メイン先とは、グループ各行の融資残高の順位が1位となっている取引先グループを指します。
※経営指標等として、①売上②営業利益率③自己資本比率④償還能力年限⑤労働生産性の5つの経営指標と⑥従業員数を採用しています。
　
3. ライフステージに応じた本業支援
　

ライフステージ別与信先数及び融資残高［共通4］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

与信先数 融資残高 与信先数 融資残高 与信先数 融資残高
全与信先 20,868社 24,770億円 25,214社 13,159億円 6,993社 8,195億円
創業期 749社 962億円 1,675社 829億円 513社 444億円
成長期 997社 2,777億円 1,464社 1,383億円 606社 1,158億円
安定期 7,847社 18,011億円 9,882社 8,462億円 3,400社 5,287億円
低迷期 452社 626億円 626社 442億円 162社 244億円
再生期 1,121社 988億円 1,746社 878億円 300社 315億円

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
与信先数 融資残高 与信先数 融資残高 与信先数 融資残高

全与信先 20,989社 24,017億円 24,718社 12,587億円 6,728社 7,706億円
創業期 686社 692億円 1,553社 431億円 471社 326億円
成長期 1,003社 2,882億円 1,383社 1,206億円 469社 965億円
安定期 7,997社 17,558億円 9,708社 8,652億円 2,669社 4,725億円
低迷期 423社 619億円 599社 372億円 0社 0億円
再生期 1,246社 1,122億円 1,893社 1,024億円 297社 322億円

　

※過去5期の売上高を把握してライフステージを区分しています。
・創業期…創業第二創業から5年まで
・成長期…売上高平均で直近2期が過去5期の120％超
・安定期…売上高平均で直近2期が過去5期の120％～80％
・低迷期…売上高平均で直近2期が過去5期の80％未満
・再生期…貸付条件の変更または延滞がある期間

※以下のとおり過去5期の売上高の把握ができない先があるため各期の合計と全与信先は合致いたしません。
・平成29年3月期：山口銀行9,702社、もみじ銀行9,821社、北九州銀行2,012社
・平成28年3月期：山口銀行9,634社、もみじ銀行9,582社、北九州銀行2,822社

　
関与した創業・第二創業の件数［共通3］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

関与した創業件数 425件 1,168件 344件
関与した第二創業件数 上記に含む 上記に含む 上記に含む

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
関与した創業件数 382件 429件 279件
関与した第二創業件数 上記に含む 上記に含む 上記に含む

　

※平成29年3月期より関与した創業件数のうち創業期の取引先への融資件数に関する算出基準を一部変更しております。同一の基準で算出した場合、平成28年3月期は、山口銀行
485件、もみじ銀行1,085件、北九州銀行340件となります。
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金融機関が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況［共通2］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

条件変更先総数 811社 1,301社 246社
好調先 83社 90社 40社
順調先 117社 283社 71社
不調先 611社 928社 135社

うち計画のある先 110社 139社 15社
うち計画のない先 501社 789社 120社

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
条件変更先総数 927社 1,546社 238社
好調先 117社 139社 44社
順調先 167社 278社 65社
不調先 643社 1,129社 129社

うち計画のある先 58社 195社 59社
うち計画のない先 585社 934社 70社

　

※売上、簡易キャッシュフローの何れかが、経営改善計画比120％超の先を好調先、120％～80％の先を順調先、80％未満の先を不調先に区分しています。
※経営改善計画のない先は不調先に含めています。

取引先の本業支援に関連する中小企業支援策の活用を支援した先数［選択43］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

支援先数 123社 203社 48社
　

平成28年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

支援先数 144社 159社 28社
　

※中小企業支援策の活用を支援した先として、産官学連携の取次を行った先、ものづくり補助金等の補助金申請支援を行った先等を計上しています。
※中小企業支援策の活用を支援した先数には、貸付条件の変更を行っている先を含めておりません。
　
4. ソリューション提案の取組み
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算

本業支援（売上向上、製品開発等企業価値向上） 164社 162社 42社 368社
創業計画策定支援 14社 124社 36社 174社
創業期融資（プロパー） 266社 712社 242社 1,220社
創業期融資（保証協会） 203社 495社 137社 835社
政府系金融機関、創業支援機関紹介 1社 2社 10社 13社
ベンチャーへの助成金・融資・投資 9社 2社 4社 15社
創業支援 計 493社 1,335社 429社 2,257社
販路開拓支援（地元） 138社 213社 68社 419社
販路開拓支援（地元外） 78社 77社 18社 173社
販路開拓支援（海外） 0社 0社 1社 1社
販路開拓支援 計 216社 290社 87社 593社

M＆A支援 88社 33社 37社 158社
事業承継支援 153社 24社 43社 220社
経営人材紹介数 6社 2社 2社 10社
本業支援に関する中小企業支援策活用 123社 203社 48社 374社
合計 1,243社 2,049社 688社 3,980社

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算
本業支援（売上向上、製品開発等企業価値向上） 156社 180社 35社 371社

創業計画策定支援 15社 63社 20社 98社
創業期融資（プロパー） 216社 331社 195社 742社
創業期融資（保証協会） 215社 173社 134社 522社
政府系金融機関、創業支援機関紹介 0社 63社 5社 68社
ベンチャーへの助成金・融資・投資 17社 5社 3社 25社
創業支援 計 463社 635社 357社 1,455社
販路開拓支援（地元） 64社 156社 27社 247社
販路開拓支援（地元外） 62社 98社 14社 174社
販路開拓支援（海外） 0社 0社 2社 2社
販路開拓支援 計 126社 254社 43社 423社

M＆A支援 59社 41社 14社 114社
事業承継支援 153社 87社 41社 281社
経営人材紹介数 3社 1社 2社 6社
本業支援に関する中小企業支援策活用 144社 159社 28社 331社
合計 1,104社 1,357社 520社 2,981社

　

※平成30年3月期より本項目に代えて独自ベンチマークとして「YMFGの広域営業地盤や海外拠点・グループ会社を活用してソリューション提案を行った先数」を開示する予定で
す。

※項目ごとに集計しているため、複数の項目に該当するお取引先は重複して計上されています。
※本項目の先数には、貸付条件の変更を行っている先を含めておりません。
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5. 人材育成
　

取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、研修等への参加者数、資格取得者数［選択39］
　

平成29年3月期
山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行

研修実施回数 6回 6回 6回
参加者数 69人 35人 21人
資格取得者数 52人 30人 15人

　
平成28年3月期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行
研修実施回数 7回 7回 7回
参加者数 66人 76人 11人
資格取得者数 48人 47人 20人

　

※研修は山口フィナンシャルグループとして3行合同で開催しております。
※平成29年3月期に取得した資格は、行政書士、宅地建物取引士、証券アナリスト、FPでございます。
※平成28年3月期に取得した資格は、行政書士、宅地建物取引士、FPでございます。
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